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ム ム

七 四
ム

ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、
ム ム

丁
ム O 丁 四 丁 j¥ ノ 丁 七 一 丁ノ、 ノ、 ノ、

目 目 ノ 目 四 目 ノ 目
五

ム

四 五ノ、 一ム

七 五 五 八ノ、
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ひ晴 美常く義ま善政京光得欽し幸ま
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収
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氏

田 ) 11 地 回 本 本 永 島 尾 井 村 向 野

l¥ 太 音 次 事<j} 啓 ち 義 コ 聡 俊 亡Eと二3

重 ノ、
名子 肇 良日 次 良13 子 蔵 よ 薫 一 ノレ 浩 夫 徳、 男
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昌
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U
H
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u
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現
代
の
花
隈
、
近
代
化
す
る
花
隈
の
益
々
の
環
況
整
備
と
発
展
の

‘
 

-
m刊
一

戸

た
め
町
内
に
在
っ
て
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
お
庖
を
御
紹
介
申
し
上
げ

-
+
レ
L

F

F

る
頁
で
あ
り
ま
す
。
本
文
中
に
あ
る
様
に
大
げ
さ
な
言
い
方
で
は
あ

-・
1

戸

り
ま
せ
ん
が
、
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
の
私
達
が
日
常
か
か
せ
な

，HU
H
M引
1
1
1
1

い
も
の
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
と
い
う
事
は
他
の
町
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ん

尚
掲
載
写
真
の
お
庖
は
い
ず
れ
も
新
興
会
々
員
で
あ
り
ま
す
。

叉
複
数
電
話
の
あ
る
方
も
代
表
と
し
て
一
本
を
記
載
致
し
て
お

り
ま
す
。

円
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花

隈

屋

@
二
八
一
八

美

F件引

合

食
料
品

A.. 憲主寺後 11;~必 需喜一叩明

ii4 ぬ制地山辺叫~吋吋
Eコ
日日

食
品
パ
ン

村

井

医

院

@
二
九
六
三

厚

生

薬

局

@
二
六
コ
一五

花

隈

浴

@
八
一
一

六場

花
隈
理
容
館

@
二
五
九
三

巧
/

歯

科

、f岩

場

理

髪



酒
・
ビ
1
ル

芳

地

窃

庖

@
三
二
O
二

製

松
本
製
麺
所

@
三
O
七
九

翻

酒
・
ビ
l
ル

徳

島

商

庖

@
八
九

O
四

輔欝貯軸帯f!ヲゆ
-九吋、 'j

喝蜘町町-令、，一・・--

端

凍
氷
薪
炭

徳

島

商

庖

@
八
八

O
四

和
菓
子
司

播

磨

屋

@
八
七
九
O

呉

~Il 

と

よ

ざ

わ

@
五
回
九
八

醐認出働圃輔副銘銘高晶

ヤ
為
ト

r謡
贋
霞
濯
彊
掴
3

4

京
菓
子

亀

野@
O
一O
五
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富
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呉

sIX 

@一
田

谷輪

電
器
具

小
林
電
気
庖

@
六
八
一
四

書

籍

花

隈

書

一房

@
三
四
四
五

サ一一川引

亀
屋
ラ
ン
ド
リ
ー

@
五

O
三
五

文
房
具

小

林

商

庖

@
一
四
二

O

化
粧
品

製

造

竹
中
化
学
(
株
)

@
六
一
二
五

襖
・
表
具

吉
川
表
具
庖

@
三
六
七
八
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質

淡
路
屋
質
庖

@
二
九
七
七



紅
茶
卸

~ )11 

6上
r 商

孟庖

諸
印
刷

共

栄

印

刷

@
二

O
八
九

美
術
看
板

第

一

工

芸

@
六
二
七
八

工
業
用
プ
レ
ス

ア

イ

ロ

ン

ボ

イ

ラ

ー

神

戸

電

器

工

業

所

@
五
四
四
三

写

真

青
山
写
真
館

@
O
六
O
一

電
気
設
計

佐
々
木
電
気
商
会

@
二

O
二

青
写
真

桜

商

会

@
六
四
六
一

ハ
u
n
h
u
 

E主

美

研

設

計

@
O
七
八
七

計



ガ 電

ソ 機
器

、，，; 

フじ

沢 @ 町
空花田 ー 電

九窓商 一気
七 r-、

コ油行 O 株
二所 一-'-' 

レ !羽噌 建
コ

治 亡省主~二型 築
ド

本日

@ 山
@七神27 八 口

O営業戸 レ O 工

O 7 一 務

一所ド 八庖

カ I~-門麗開高 船

具川、白
'1 

ト

カカ @ 長
雪lメ 三 谷
ーベイ 二商四
=ゴ ツ 五
四ト 弘、 ノ」、ー ぷコE〉C、

J¥ 加ス

イ ア

ヤ / 

レ
工ス

@ 第 @ 大

五重
六交 七 乍
四 四=所
六通
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キ目 住

談 宅

日

神 本

戸 電

@E  
@ 建
四 神

一商 3T? 五戸
一工

轟画面
一支

九 メzL== ー庖

健 貸貸

康 ガ
保 レビ
険

ジル
) 11 

@震
メ

雪デ
五険 二興イ

-lZ工L 四 カ

一館 四産ノレ

賃宿
ガ2自
レ'
l貸
ジ室

@ み @遺兵
ノ、三〉 一族庫

ー県
二わ 九A

五E
--A A ZZ 二館

切 一一…一一

葬 地
儀
ネ土 所 タ穆

炉

号以 @ 花
[1議

八隈
四 詞 O会

四社 」一ー一都一司…
信 館
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舞 原
材

踊 料

@大詰楽 @ 福
一久陸 コ 田
。保

二商
五雅
七司 八庖

東 麻

月 雀

@ 松 @ 花
二 谷 一隈

八得
コク

九フ
面松 七フ

石
fr 
護

尾 士
て才

ン 語頭 種シ ーu

号言@ヨ ‘・3

四ン
~ ム 事
ノ¥

ji務ノ1
'ムノ、 六所

幼
「ず 稚
ン 園
シ

ヨ
し、

ン
@ ず@花
ーみ0隈 一 幼

九 五 稚ムノ、 交園九
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メ~
r; 高1同同理同同同同同同

と》、
r; (会

計
)

花

隈

新

長長事

浜二と
仁1

メ〉、
寸芳中秋福竹西向

野JlI 木下
1

4
8
1
 

井地)11 谷島中) 11 井

阻土
口通良:D二

日善繁八

三

郎

常

1込
ヱ三

男堆男次文雄薫夫良E

役

員

名

理同同同同同同同同同同

事

簿
松豊藤青鎌磯新鎌村

岡沢本山田111 林原居田井

従政啓"H川
ド

稲川
ν重朝健ま

さ

え

リ

ヨ

来日

陽

A
q
 

《

hυ

蔵士
口男佐光ウ子



発刊隈花祝

組
合
長
.
阿

ら

れ

相

談

役

千

鳥

屋

同

冨

貴

楼

理

れ

さ

美

同

花

緑

同

服

部

同

千

鳥

屋

同

長

駒

同

成

駒

家

同

魚

義国

岡

山

茂

登

同

松

の

家

同

旧

十

四

番

同

富

士

の

家

同

阿

さ

回

同

み

つ

や

同

み

つ

や

同

料

席

組

合

事

花

隈

会

料

席

組

合

役

員

一

同

新
居
ま
さ
ゑ
泊
二
五
四
五

奈

良

崎

健

蔵

泊

三

O
九
四

池

田

は

る

M
二
六
五
九

中

谷

ま

さ

ゑ

¥
M
一
一
六
二

鎌

田

静

雄

泊

五

O
六
七

服

部

ヒ

サ

M
二
O
七
六

田

中

ま

さ

泊

三
O
九
四

今

井

良

三

泊

七

二

一

八

浜

野

士

口

男

M
三
三

O
二

藤

本

啓

蔵

泊

三

四

二

五

山

本

ち

づ

M
五
一
五

O

鵜
殿
礼
栄
幻
一
九
一
一
一

前

回

ふ

じ

子

M
五
五
三
六

藤

原

リ

ヨ

ウ

泊

五

五

O
四

朝

田

正

一

M
八
二
三
六

磯

野

光

子

泊

五

一

三
八

大

下

克

栄

泊

五

一

三

八

福

原

博

男

M
五
八
四

O

(イ

ロ
ハ
順
)

花

隈

検

番
芸

妓

協

同

組

合

理

事

長

理

事

同同監

事

同

歌勝

五

郎

若千

代

栄

コ主
日菊

栄奴栄若

清日橋橘日1)和

水野本)1¥ 回

」
と
み

l失春千玉房

vr 

e
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発刊隈花祝

3多らい

料殉L-抜縫

At後

菊
正
宗
〈
鏡
び
ら
き
〉

結
婚
式
、
竣
工
披
露
、
祝
賀
会
に

菊
正
宗
〈
鏡
び
ら
き
〉
が
祝
宴
を
盛
り
あ
げ
ま
す

会
社
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
パ
ー
テ
ィ
に
最
適
で
す

FHυ 

p
n
v
 



祝 花 隈 発刊

r'.一一一.._..__.ー..一一一一一日一寸

J
 

ゐ鈴一zm務一
何
回

F
h
r
h
1
d
γ

園一mm一
砂
川
一

長名一

ま

一
ノ

、

一

え

↑

」

2邑
同 山 写 盲穴 館

生田区花隈町 9 1 

阪急線花隈駅東口上ノレ

花隈中央本通り西側

T E L (078) 3 4 -0 6 0 1 

ヴ

t



祝 発刊花隈

使って便利な

⑥日本勧業銀行山手嫡
生 田区下山手通 5丁目 17
T E L 078-35ー 22 2 1 (代)

p
h
u
 



祝 花 隈 発刊

( jMヲ;
ニ η~;l;)
秒戸J乙0)"唱す渇:
イをす香'78、33、01:切-7 ~ 

写真のことなら.ぜひ

大カメラ ・写真材料全般

大出張撮影 ・証明写真

大カメラ ・プリント ・DPE

大カ メラ10回払い

大カメラ修理 ・下取交換

写真用品・却・小売

晃カメラ商 ゐ
冨

* 底 生回区阪急花隈駅西口前 34-6070 
元町庖 生田区阪神西元町駅東口前 34-9698 

鈴蘭台庖 兵庫区神鉄鈴蘭台駅前 591-5113

多聞台庖 垂水区多聞台ショッピングセンタ-871-8565 

-169ー



祝 花 隈 発刊

3・
つ キ は世

ま じ界

さ ン め中

が
のての
ビビ

i牙
つ
3yレルで.

え はをを
る ゎ飲飲
キ品 かむん

り人だ.M ， まも人
邑. すも

，ι 
-・F

t条ど鍬

?よさわ
、

-170ー



発刊隈花祝

" 

~~r丸 izJ令違%に京Lむi衣容を・・

宿一山

田
ザ
唱
丁
⑧

漆
問
屋品化一浪

. . . . 

. . 

. . 

. . . . 
' 

' . . 
. . . 
. 

. . 

. . . . . . 

-. . . . . . . . 
6・

v・""“'‘"'"“.""，・a・11111""・E・'''"''・1111111111111111・s・1111111・B・1111111・1111111111111111111111111111・a・1111111111・"'"・E・11111''''''・H・111111111111111・B・11.11・R・H・.".

甘味豊かに家庭円満

納まる御代を喜びつ

豆で楽しく暮しませ

神戸.福原口 T E L (55) 5536 
さんちか.スイーツ.タ ウン

阪急 三番街 川の流れる街

阪急百貨庖銘菓街

-171-

庖
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本

三

大



花隈

祝「花隈」発刊

官官官・・・・E冒rwr-~・F・哩里I'L

あすのく らしをひらく一一一一くそごう〉

③SQ99 

杉原務

生田区北長狭通6丁目 16-1

T E L (078) 3 4 -0 4 9 7 

-172-
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祝 花 隈 発刊

花隈 成 駒 家
浜野商事株式会社

花隈本庖…板前すし部

T E L 34-3302・1797

山手調理所…会席折詰和食全般仕出し

TE L 35一一0024・0596

を一措サ一一一
式
社
株
会 沢田商行花隈給油所

生田区花隈町 171

モダン寺東本通り

TEL 34-3932 

ー 173ー



祝 花 隈 発刊

神戸市立 神戸市立

勤労会館食堂

結婚披露宴 ・会合

御食事 ・喫茶

神戸市生田区中山手通六

T E L 34-1264 

勤労会館海の家食堂
御宴会 ・御休憩に

(年中無休〉

神戸市須磨区ーの谷須磨浦公園

市パスーノ谷(終点〉海の家前
T E L 71-9929 

有限会社 藤原商応

鎌田重

生田区 花隈町 90 
TEL 34-3165 

祝.花隈.発刊

近畿道路工事株式会社
取締役社長 岡田武典

神戸市・東i灘区御影塚町 2丁目11

T E L (078) 82-0216 64-0482 
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祝 花 隈

き もの
え

ゐF畏

富永屋川

安全-を;持劣等]三:考JiHH
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発刊

電話沖戸
(34) 4819 

d 

a=・~~邑
.己置茸君、司..，.
神戸西支社司



祝 花

株式会社公

取締役社長
ーーー--'・

隈

詞

葉 実

神戸市生田区下山手通8丁目 1

電話 34-0 4 1 4 (代表〉

-jip)'il!:-
ヲEE拘=ヲー

発刊

ネ土

世界のカラー

/;、!PI竺空為空旦、河
神戸市垂水区

フジカラープリントの裏面

フジカフー兵庫現像所のこの品質保証マークをお

確かめ下さい

-176一



が

き

あ

と

新
興
会
の
事
業
と
し
て
現
在
迄
の
花
隈
の
事
を
少
し
で
も
書
残

し
て
後
世
に
語
り
伝
え
て
貰
お
う
で
は
な
い
か
と
の
計
画
が
総
会

の
決
議
に
よ
り
実
現
し
て
本
誌
を
発
刊
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

せ
ま
い
花
隈
只
一
つ
の
町
内
の
事
と
て
簡
単
に
出
来
る
も
の
と

役
員
八
名
が
編
集
委
員
に
な
り
着
手
し
ま
し
た
が
、
吾
が
花
隈
は

既
に
御
承
知
の
様
に
戦
国
時
代
の
古
戦
場
、
神
戸
開
港
に
一
役
も

二
役
も
買
っ
た
全
国
で
有
名
な
花
街
と
て
史
実
に
基
い
た
り
、
古

文
書
を
探
し
た
り
、
古
史
に
造
詣
の
深
い
諸
先
生
方
の
玉
稿
を
頂

い
た
り
致
し
ま
す
と
意
外
に
資
料
の
沢
山
あ
る
の
に
驚
い
た
様
な

次
第
で
す
。

本
誌
一
杯
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
を
の
せ
よ
う
と
思
い
ま
し
た

が
紙
数
に
限
り
が
あ
り
、
叉
町
内
愛
に
燃
え
て
花
隈
の
す
べ
て
を

書
き
つ
く
そ
う
と
思
い
ま
し
た
が
何
分
編
輯
ス
タ
ッ
フ
す
べ
て
素

人
の
悲
し
さ
、
心
に
思
え
共
口
に
出
せ
ず
、
一
玖
に
浮
ん
で
も
筆
に

の
ら
ず
、
ま
た
文
に
も
現
わ
せ
ら
れ
な
く
こ
の
様
な
貧
弱
な
冊
子

に
な
っ
て
終
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
古
い
昔
の
世
帯
や
明
治

・
大
正
の
面
影
も
し
の
ば
れ
、

現
在
の
花
隈
の
事
も
多
少
判
っ
て
頂
け
た
も
の
と
自
負
し
て
お
り

支
す
。ま
た
私
達
の
子
や
孫
が
三

O
年
、
五
C
年
後
に
こ
の
冊
子
を
歴

史
の
一
こ
ま
に
し
て
呉
れ
る
も
の
と
の
期
待
を
持
っ
て
お
り
ま

す。
こ
の
冊
子
は
会
員
の
皆
様
に
お
く
ば
り
す
る
は
勿
論
、
官
庁
関

係
・
史
談
会
・
新
聞
社

・
放
送
局
・
近
隣
町
内
会
そ
の
他
へ
数
百

部
配
布
致
し
ま
し
た
の
で
、
神
戸
都
心
の
花
隈
が
町
外
の
方
に
も

市
の
有
識
者
の
方
々
に
も
新
し
く
認
識
し
て
頂
け
た
も
の
と
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

冊
子
発
行
に
当
り
ま
し
て
前
県
知
事
金
井
元
彦
先
生
の
御
祝
辞

・
神
戸
市
長
宮
崎
辰
雄
先
生
の
推
薦
の
言
葉
を
頂
き
、
ま
た
別
掲

諸
先
生
方
の
玉
稿
を
頂
き
編
鴨
員
一
同
喜
び
も
一
入
で
御
座
い
ま

し
た
。
葱
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
御
ざ
い
ま
す
。

尚
御
本
業
多
忙
に
も
拘
ら
ず
御
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
編
輯
委
員

の
方
々
並
に
本
誌
発
行
に
当
り
編
締
印
刷
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
御
指

導
と
御
配
慮
を
頂
き
ま
し
た
「
月
刊
セ
ン
タ
ー
」
誌
編
輯
の
ほ
ん

じ
す
ま
こ
さ
ん
に
対
し
万
腔
の
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
ま
た
経

費
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
る
町
内
の
皆
々
様
方
に
心
か
ら
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

追
記

(昭

ω
・
1
-m記〉

新
興
会
事
務
局
に
本
誌
を
若
干
残
し
て
御
座
い
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
御
申
し
出
下
さ
い
。
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御

挨

拶

花
隈
新
興
会
々
長

浜

男

野

戦
後
、
圏
内
各
地
で
一
し
き
り
城
廓
再
現
ブ
l
ム
が
興
っ
た
事
は
既
に
衆
知
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。

今
か
ら
四

O
O年
余
、
昔
に
遡
上
っ
て
永
禄
年
間
11
1
今
私
達
が
朝
夕
起
居
し
て
い
る
こ

の
処
に
花
隈
城
が
あ
り
、
僅
か
数
年
に
し
て
城
主
荒
木
一
族
は
大
阪
石
山
本
願
寺
攻
め
の
い

き
さ
つ
か
ら
主
君
織
田
信
長
の
手
の
者
に
攻
め
亡
ぼ
さ
れ
、
婦
女
子
二
五

O
名
余
が
共
に
悲

惨
な
最
後
を
遂
げ
た
と
い
う
一
連
の
悲
話
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
り
ま
す
。

私
如
き
者
が
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
尋
ね
る
是
非
は
別
と
し
て
、
神
戸
市
民
の
心
あ
る
方

々
に
依
り
「
花
隈
城
」
再
現
の
説
が
他
都
市
と
同
じ
よ
う
に
一
頃
論
議
さ
れ
、
花
隈
住
民
の

一
部
に
も
大
い
な
る
関
心
を
呼
び
起
さ
れ
、
或
は
実
現
か
と
胸
を
と
き
め
か
せ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
御
覧
の
通
り
往
時
「
本
丸
の
跡
」
と
伝
え
ら
れ
る
個
所
は
一
昨
四
四
年
三
月
末
日

を
以
っ
て
市
営
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
と
な
り
、
そ
の
夢
も
泡
と
消
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

文
中
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
外
壁
こ
そ
城
の
形
態
を
幾
分
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
せ
め

て
角
ヤ
グ
ラ
の
一
つ
で
も
と
い
う
望
み
を
今
も
っ
て
捨
て
切
れ
な
い
気
持
を
残
し
て
い
る
の

は
、
あ
に
私
一
人
で
:
無
い
と
忠
い
ま
す
。

城
再
現
の
一
ば
ん
の
障
害
は
「
花
隈
城
」
を
偲
ぶ
何
物
も
な
く
、
僅
か
に
攻
子
で
あ
っ
た

備
前
の
池
田
方
に
地
割
表
が
あ
る
だ
け
と
い
う
事
を
伝
え
聞
い
て
お
り
ま
す
。

然
し
何
と
か
し
て
も
更
に
資
料
を
集
め
、
い
つ
か
は
再
建
し
た
い
と
い
う
気
持
と
、
資
料

皆
無
の
場
合
の
城
の
再
現
は
半
ば
あ
き
ら
め
の
気
持
が
幅
接
し
て
お
り
ま
す
が
、
せ
め
て
現

時
点
に
お
い
て
は
皆
様
の
心
の
中
に
城
の
姿
を
築
き
た
い
と
念
願
し
て
の
現
れ
が
一
昨
年
の

落
城
物
故
者
四

O
O年
忌
大
法
要
で
あ
り
、
今
回
の
誌
「
花
隈
」
の
発
刊
で
あ
り
ま
す
。

吾
が
花
隈
は
ち
っ
ぽ
け
な
町
で
は
あ
り
ま
す
が
前
述
の
花
隈
城
の
事
や
、
神
戸
開
港
に

一

役
買
っ
た
花
街
の
事
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
自
治
活
動
、
更
に
発
展
を
期
す
ベ
く
活
動
し
て

い
る
新
興
会
等
の
他
、
町
に
誇
る
べ
き
事
業
が
次
々
と
計
画
さ
れ
実
施
に
移
さ
れ
て
お
り
ま

す。
こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
の
花
隈
の
出
来
事
や
思
い
出
を
綴
っ
て
郷
土
誌
を
作
ろ
う
と
い
う
事

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

俗
に
素
人
の
向
う
見
ず
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
通
り
で
余
り
慾
ば
り
す
ぎ
て
決
し
て
白

慢
の
出
来
る
も
の
で
な
い
事
は
百
千
承
知
で
あ
り
ま
す
が
、
せ
め
て
御
投
稿
下
さ

っ
た
諸
先

生
方
の
玉
稿
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
っ
た
な
い
私
達
の
企
て
が
五

O
年

・
一
O
O年
の

後
に
何
か
の
風
物
を
残
す
よ
す
が
に
で
も
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

本
誌
発
刊
の
運
び
に
至
り
ま
す
ま
で
、
温
い
お
手
を
さ
し
の
ベ
て
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生

方
各
位
に
、
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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花

隈

城

跡

か
ら
出
土

現
在
の
花
隈
町
で
も
元
町
で
も
、
中
世
に
関
す
る
物
的
資
料

は
何
も
な
い
。
そ
の
点
花
隈
城
跡
か
ら
先
年
発
見
さ
れ
た
石
塔

類
が
唯

一
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
機
会
に
書
き
と
め
て
お

い
て
、
後
の
世
の
参
考
に
し
た
い
。

昭
和
二
十
六
年
十

一
月
の
こ
と
、
花
隈
町
の
花
隈
城
跡
で
、

某
料
亭
の
建
築
中
に

一
カ
所
か
ら
沢
山
の
五
輪
塔
そ
の
他
の
残

欠
が
出
て
来
た
の
で
そ
の
直
後
調
べ
た
と
こ
ろ
、
宝
鑑
印
塔
や

五
輪
塔
の
基
壇
部
三
四
、
そ
れ
ら
の
基
礎
部
三
、
宝
箆
印
塔
の

塔
身

一
、
五
輪
塔
の
地
輪
部
三
九
、

一
石
作
り
の
五
輪
塔
残
欠

や
そ
の
他
八
、
合
計
八
十
五
個
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
気
の
つ
く
こ
と
は
、
ど
れ
も
方
形
の
も
の
ば
か
り
で

球
形
の
五
輪
塔
の
水
輪

・
風
輪

・
空
輸
や
三
角
形
を
し
た
火
輪

部
や
宝
鑑
印
塔
の
笠
部
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

発
見
さ
れ
た
同
工
事
現
場
を
見
る
と
、
円
形
の
井
戸
と
思
わ

れ
る
直
径

三
二

セ
ン
チ
、
深
さ
二
四
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
底
へ

方
形
の
石
塔
類
の
一
部
を
敷
き
詰
め
、
周
囲
に
は
同
じ
く
方
形

し

た

石
塔
る

L 、

- 50ー

l
 
l
 

''E，ノ

辺

賢

武

の
平
ら
の
面
を
表
に
し
て
積
み
上
げ
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
井
戸

で
な
け
れ
ば
水
溜
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
か
ら
球
形
や
三
角
形

の
積
み
に
く
い
も
の
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
今
か
ら
七
、

八
年
前
、
元
町
本
通
り
の
四
丁
目
か

ら
五
丁
目
に
か
け
て
、
水
道
工
事
の
た
め
に
掘
り
返
し
て
い
た

時
に
方
形
の
も
の
は
な
く
、
球
形
や
三
角
の
も
の
ば
か
り
が
、

ご
ろ
ご
ろ
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
花
隈
か
ら
出
た
も

の
と
合
わ
す
と
恐
ら
く
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
れ
で
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
今
か
ら
四
百
年
ほ
ど
以
前
の
天

文

・
永
禄
の
こ
ろ
に
は
、
現
在
の
元
町
通
り
の
繁
華
街
は
、

田

園
の
中
の
共
同
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
墓
を
作

っ
た
人
達
は
お
も
に
花
隈
方
面
の
部
落
の
人
達
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

天
正
八
年
(
一
五
八

O
年
)
花
隈
城
が
落
城
の
の
ち
、
そ
の

跡
を
花
隈
村
の
農
家
が
田
畑
と
し
て
拓
き
、
用
水
の
井
戸
や
水

7 の

12 
] でト

!孟
;: 
Lが
]よ
号 く
Lわ
lか
jえ

l翁
l=:' 

l史
1編
l 集

7零
1'--' 

溜
め
な
ど
を
作
っ
た
。
そ
の
頃
す
で
に
無
縁
と
な
っ
て
い
た
基

石
の
う
ち
、
使
用
で
き
る
も
の
を
持
ち
運
ん
だ
に
違
い
な
い
。

そ
れ
は
墓
の
年
号
よ
り
は
る
か
の
ち
で
、
江
戸
時
代
の
中
頃
で

あ
ろ
う
。
い
か
に
無
暴
な
者
で
も
、

ま
だ
お
参
り
を
し
て
い
る

墓
を
壊
し
て
取
り
去
る
は
ず
が
な
い
か
ら
築
城
の
際
に
作
っ
た

井
戸
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

」
う
見
る
と
出
土
し
た
こ
れ
ら
の
石
塔
類
は
、
花
隈
や
元
町

の
変
遷
を
知
る
う
え
の
資
料
で
あ
る
。
花
隈
や
元
町
の
歴
史
資

料
で
も
、
こ
の
石
塔
類
の
年
代
よ
り
古
い
も
の
は
何
も
な
い
こ

と
か
ら
注
意
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
花
隈
城
跡
か
ら
出
た
も

の
は
現
在
花
隈
町
の
福
徳
寺
の
無
縁
墓
に
積
ま
れ
て
あ
る
。
元

町
か
ら
出
た
も
の
は
町
内
の
人
達
が
集
ま
っ
て
、
て
い
ね
い
に

供
養
し
た
う
え
ど
こ
か
へ
移
さ
れ
た
。

明
治
三
十
四
年
、
花
隈
城
跡
に
兵
庫
港
務
部
が
あ
っ
た
頃
、

時
報
球
の
建
設
の
と
き
、
地
下
か
ら
五
輪
塔
の
一
部
を
掘
り
出

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
人
達
は
、
こ
れ
は
花
隈
城
で
討

ち
死
に
し
た
人
の
墓
だ
と
決
め
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
ん
ど
の
石

塔
類
の
年
号
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
城
の
で
き
る
よ
り
以
前

花
隈
か
ら
の
中
、

五
輪
塔
や
一
石
五
輪
塔
の
地
輪
部
類
は
い

ず
れ
も
だ
い
た
い
高
さ
二
一
セ
ン
チ
、
横
幅
二
七
セ
ン
チ
、

四

方
の
党
字
の
下
一
字
だ
け
を
皆
残
し
て
い
る
。

銘
文
の
判
明
す
る
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
o

一

為
道
円
禅
門

二

月
仙
宗
門
禅
定
門

一

一
「

ア

ン

」

逆

修

二

「
ア
ク
」

一

一

ミ
ヒ
目
下
巳
二
月

二

、
氷
禄
十
年
七
月
廿
二
日
一

一

7
3
E
司
未
十
八
旦

一

一

一寸

ア
ン
L 

天 為
文宗
八椿
年逆禅
亥巳修門

ー「

ア
ク
L 

十宗永
月柏禄
十禅十
日定年
門
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一

為
宗
国
禅
門

一
「

ア

ン

」

逆

修

一

天
文
廿
二
彼
岸
日

---， 
ア

L一
八道
月吉
時禅
正門

一寸

ア
ン
L 

天 為
文妙
廿弥
二逆禅
彼修尼
岸
日

ー寸

ア
ン
」ー

本

に企~

刀て

中
央
己
内
は
発
字
、
「
時
正
」
は
彼
岸
の
中
日
の
こ
と
、
逆
修
と
い

う
の
は
生
前
に
あ
ら
か
じ
め
死
後
の
往
生
菩
提
の
た
め
に
仏
事
を
修
す

る
こ
と
で
預
修
と
も
い
う
。



花
隈
の
人

11 1 

長

駒

姐

さ

ん

ー
日
本
最
古
参
現
役
芸
妓
|

昭

和

十

年

ど
ち
ら
に
も
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
義
理
の
恢

ば
さ
み
で
芸
妓
稼
業
を
や
め
る

花
隈
へ
復
帰
、
長
唄
の
師
匠

昭

和

十

二
年

芸
妓
と
し
て
再
つ
と
め

料
亭
、
長
駒
を
経
営
、
芸
妓
と
兼
業
、
現
在

昭
和
二
十
七
年

に
至
る

昔
か
ら
酒
斗
尚
辞
せ
ず
の
酒
豪
だ
っ
た
と
か
、
今
は
灯
と
も
し
頃

に
な
ら
な
い
と
飲
ま
な
い
と
決
め
て
お
ら
れ
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
面

影
は
今
で
も
晩
酌
約
三
合

(
0
・
五
四
立
)
は
欠
か
さ
な
い
と
か
、

そ
の
上
料
亭
の
女
将
連
中
と
年

一
l
二
回
の
遠
出
旅
行
に
も
進
ん
で

参
加
、

絶
対
に
同
行
の
人
々
の
手
足
ま
と
い
に
な
ら
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
元
気
さ
に
だ
け
で
も
あ
や
か
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
現
在
で

は
自
分
の
芸
名
を
そ
の
ま
ま

「
長
駒
」
と
い
う
料
亭
を
息
子
さ
ん

に

委
せ
て
自
分
は
お
座
敷
第

一
、
座
敷
マ
ナ
ー
も
立
派
で
孫
の
よ
う
な

若
い
芸
妓
さ
ん
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

長
駒
さ
ん
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る
と
話
題
は
っ
き
な
い

が
、
ご
本
人
か
ら
変
っ
た
遺
言
を
聞
い
た
。
こ
れ
は
面
白
い
、
流
石

は
長
駒
さ
ん
ら
し
い
と
ご
本
人
の
お
許
し
を
頂
い
た
の
で
誌
面
に
公

表
(
?
)
す
る
こ
と
に
し
た
。

花
柳
界
の
斜
陽
化
〈
?
)
と
共
に
若
い
人
で
新
し
く
芸
妓
さ
ん
に

な
ろ
う
と
い
う
人
が
少
な
く
な
り
、
芸
妓
さ
ん
の
年
齢
が
高
令
化
し

て
い
る
折
柄
、
こ
れ
ま
た
芳
紀
(
?
)
ま
さ
に
八
十
六
才
と
い
う
全

国
一
の
超
々
老
妓
が
こ
の
花
隈
で
今
も
元
気
で
左
複
を
と
っ
て
お
ら

れ
る
。そ
れ
が
花
隈
の
人
、
長
駒
さ
ん
こ
と
今
井
き
み
さ
ん
で
あ
る
。

初
め
て
花
隈
に
お
目
見
え
し
た
の
が
十
六
才
の
時
と
い
う
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
今
か
ら
七
十
年
前
、

日
露
戦
争
の
始
ま
る
よ
り
ま
だ
三
、

四
年
前
で
何
し
ろ
昔
の
お
客
様
の
顔
ぶ
れ
と
し
て
伊
藤
博
文
、

西
園

寺
公
望
、
桂
太
郎
、
広
瀬
中
佐

(
当
時
大
尉
)
そ
の
人
々
に
お
酌
を
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し
た
と
い
う
歴
史
的
な
人
で
あ
る
。

今
も
尚
年
よ
り
二
十
才
も
三
十
才
も
若
く
見
え
そ
う
な
か
く
し
ゃ

く
な
あ
で
姿
(
?
)
で
お
座
敷
を
つ
と
め
、
全
国
最
年
長
の
現
役
芸

お元気な長駒姐さん

妓
さ
ん
と
し
て
花
隈
花
柳
界
の
生
字
引
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
花

隈
の
持
つ
誇
り
の
人
で
あ
る
。

略
歴
を
ち
ょ
っ
と
述
べ
さ
せ
て
貰
う
と
、

滋
賀
県
近
江
八
幡
に
生
ま
る

明
治
十
八
年
十
二
月

明
治
三
十
四
年

花
柳
界
に
身
を
投
じ
お
酌
を
つ
と
め
る

(
当
時
の
置
屋

・
金
山
)

大

年

花
隈
検
番
が
中
検

・
新
中
検
に
別
れ
た
と
き

正

四

「
私
し
ゃ
も
う
八
十
六
才
、
ボ
ツ
ボ
ツ
お
迎
え
が
く
る
と
思
う。

私
が
死
ん
だ
ら
抹
香
く
さ
い
線
香
や
お
経
は
や
め
て
、
集
っ
て
頂
い

た
人
達
に

H

か
が
み
υ

を
ぬ
い
て
ウ
ン
ト
ご
馳
走
を
し
て
大
い
に
呑

み
、
食
べ
て
貰
う。

そ
し
て
私
の
吹
き
込
ん
で
あ
る
テ
l
プ
レ
コ

l

タ
ー
の
長
唄
や
寄
沢
、
小
唄
で
大
い
に
散
財
し
て
ほ
し
い
」
と

兎
角
元
気
な
人
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
/
¥
お
元
気
で
花
隈
名
物

の

一
つ
と
し
て
長
生
き
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
紹
介
に
代
え
さ
せ
て
頂

く

τ1= 
口

)'1 
記

花

隈

か

ら

ミ

ス

神

戸

(生田区
)

浜
野
美
栄
子
さ
ん
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昭
和
四
十
四
年
度
の
ミ
ス
神
戸
に
浜
野
美
栄
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

美
栄
子
さ
ん
は
当
時
十
九
才
、
花
隈
自
治
会

・
花
隈
新
興
会
均
長
浜
野
吉
田
力
氏

の
長
女
で
親
和
高
女
卒
業
後
家
事
の
御
手
伝
い
を
さ
れ
な
が
ら
お
稽
古
事

・
茶

・
生
花

・
日
舞
を
習
っ
て
お
ら
れ
山
手
婦
人
会
推
選
で
し
た
。

身
長
1
6
2

パ
ス
ト
8
2
ウ
エ
ス
ト
5
8
ヒ
ッ
プ
8
6

趣
味
は
語
学
(
パ
ル
モ
ア
学
院
本
科
卒
業
〉
タ
イ
プ
で
し
と
や
か
な
お
嬢
さ
ん
。

御
両
親
の
薫
陶
よ
ろ
し
く
ミ
ス
神
一戸
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
県
・市
・区
の
諸
行
事

に
出
席
さ
れ
、
よ
き
親
善
使
節
と
し
て
の
責
務
を
全
う
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

吾
が
花
隈
の
誇
り
の
一
つ
で
す
。



国

村
上
華
岳
画
伯

ー
世
界
画
聖
に
列
す
る
名
人

l

幼
に
し
て
わ
が
神
戸
に
来
住
、
花
隈
村
庄
屋
、
村
上
五
郎
兵
衛
氏

に
養
わ
れ
、
大
正
八
年
十
一
月
五
十
二
才
の
若
さ
で
て
く
な
っ
た
村

上
華
岳
画
伯
、
そ
の
人
の
画
業
が
こ
の
節
世
界
画
聖
と
呼
ば
れ
る
人

々
と
比
肩
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
神
戸
人
と
し
て
大
き
な

誇
り
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

画
伯
が
そ
ん
な
に
高
名
に
な
っ
て
い
る
の
に
地
元
の
神
戸
で
は
案

外
そ
れ
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

華
岳
画
伯
は
生
来
病
弱
で
作
品
も
売
っ
て
喰
わ
ね
ば
な
ら
な
い
人

で
な
か
っ
た
の
で
気
に
入
っ
た
良
心
的
な
作
品
で
な
い
と
メ
ッ
タ
に

世
に
出
さ
ず
色
紙
一
枚
、
扇
面
一
本
と
い
え
ど
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な

か
っ
た
の
で
作
品
の
少
な
い
こ
と
、
今
ひ
と
つ
作
品
が
あ
っ
て
も
所

蔵
家
が
大
切
が
っ
て
人
の
目
に
ふ
れ
る
処
へ
出
さ
な
い
こ
と
も
た
しム前兵庫県知事金井元彦氏の筆に

なる記念碑

体
を
酷
く
悪
く
し
て
昭
和
二
年
以
来
死
ぬ
ま
で
花
隈
の
自
宅
に
こ
も

り
、
癌
疾
の
端
息
と
闘
い
な
が
ら
制
作
を
続
け
て
い
た
。
ご
自
分
で

は
こ
の
制
作
の
態
度
を

「
密
室
の
祈
り
」
と
云
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う

だ。
華
岳
画
伯
の
作
品
に
は
仏
画
も
多
い
が
山
や
花
も
相
当
に
あ
る
。

そ
し
て
晩
年
作
に
は
好
ん
で
「
花
隈
郎
会
」
の
大
き
な
印
を
押
し
て

お
ら
れ
る
。
印
肉
の
色
調
も
ご
自
分
で
調
合
さ
れ
大
変
絵
に
マ
ッ
チ

し
、
押
し
て
あ
る
画
面
の
場
所
も
心
に
く
い
ほ
ど
好
適
の
場
所
で
絵

を
一
層
引
き
立
て

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

小
隠
は
山
に
隠
れ
、
大
隠
は
町
に
隠
れ
る
と
い
う
が
、
華
岳
先
生

は
花
隈
の
お
住
居
が
殊
の
ほ
か
お
好
き
で
あ
っ
た
ら
し
く
こ
の
言
集

か
に
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
地
元
の
市
や
県
の
権
威
の
あ
る
機
関
で
展
覧
会
等
を
催
し

て
華
岳
芸
術
の
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
徴

力
で
は
あ
っ
た
が
、
僕
が
市
立
美
術
館
長
時
代
十
年
の
聞
に

三
回
華

岳
展
を
催
し
、
先
生
の
作
品
の
大
好
評
で
あ
っ
た
の
は
先
生
に
心
服

す
る
僕
の
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。
ま
た
最
近
学
友
の
高
田
一
市
君

を
煩
わ
し
て
そ
の
経
営
す
る
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
学
院
」
の
一
角
に
「
華

岳
先
生
宅
駈
」
の
石
碑
を
建
立
、
先
生
の
遺
徳
を
偲
ぶ
よ
す
が
が
出

来
た
こ
と
も
花
隈
の
史
跡
と
し
て
後
世
に
残
る
嬉
し
い
企
て
だ
と
自

負
し
て
い
る
。
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画
伯
は
明
治
二
十
一
年
七
月
大
阪
天
満
の
天
神
さ
ん
の
近
く
で
生

ま
れ
、
本
家
は
武
田
氏
で
甲
州
武
田
信
玄
を
遠
祖
に
も
つ

一
族
と
い

わ
れ
て
い
る
。
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
、
故
あ
っ
て
親
族
に
当
る
神
戸
花

隈
村
の
庄
屋
村
上
五
郎
兵
衛
さ
ん
の
家
に
貰
わ
れ
て
来
て
、
小
学
校

を
出
る
と
画
が
好
き
な
ま
ま
に
明
治
三
十
四
年
京
都
市
立
美
術
工
芸

学
校
に
入
り
、
そ
こ
を
出
る
と
今
度
は
明
治
四
十
二
年
京
都
市
絵
画

専
門
学
校
(
現
美
大
)
に
進
学
、
卒
業
制
作
に
描
い
た
大
作
「
二
月

(
明
治
四
十
四
年
作
)
が
既
に
人
々
の
目
を
驚
か
せ
た
。

三
十
代
で
描
い
た
「
裸
婦
」
「
日
高
川
」
、
関
東
震
災
の
際
惜
し
く

も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
「
聖
者
の
死
」
等
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
身

の
頃
」

が
ピ
ッ
タ
リ
で
あ
る
の

花
隈
の
住
居
か
ら
足
を
の
ば
し
て
描
か
れ
た
一
見
平
凡
に
見
え
る

再
度
山
や
六
甲

・
芦
屋
の
山
々
、
或
い
は
布
引
の
渓
谷
等
、

山
水
の

大
自
然
と
い
う
も
の
を
深
く
深
く
観
察
し
て
、
そ
の
表
現
は
外
象
を

超
越
し
て
、

つ
ま
り
山
の
持
っ
て
い
る
霊
気
と
い
う
も
の
を
内
臓
し

て
表
現
し
て
い
る
の
で
名
山
以
上
の
名
山
の
絵
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。

華
岳
画
伯
は
金
を
貰
っ
て
絵
を
描
い
た
人
で
は
な
い
の
で
、
知
人

や
気
持
ち
の
合
っ
た
人
に
贈
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
絵
に
、

一
世
を
驚
か

す
名
画
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
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現
に
日
支
事
変
の
は
じ
ま
っ
た
頃
、
征
途
に
つ
く
べ
く
神
戸
に
来

て
花
隈
の
村
上
家
に
分
宿
し
た
兵
隊
さ
ん
に
そ
の
武
運
長
久
を
心
か

ら
祈
念
し
て
描
い
て
や
っ
た
と
い
う
不
動
尊
の
名
作
の
噂
も
あ
る
の

で
、
も
し
残
っ
て
お
れ
ば
「
石
野
雅
兄
護
持
」
と
書
い
て
残
さ
れ
て

い
る
石
野
貞
雄
氏
蔵
の
名
作
と
共
に
国
宝
級
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
荒
尾
親
成
】



画一一一平山金田 金山平三画伯の逸話等を掲載

しようと思いましたが、画伯

の幼年 ・小学生時代の思い出

その他は殆んどわからないと

の画伯未亡人らくさん(花隈

町 129に居住.82才〕のお話

でしたので画伯の略年譜を掲

載させて頂きました。

左は 「金山画伯旧宅の地」

の記念碑と右はお元気な頃

の金山平三画伯

〔略年譜〕 大正8年 9月帝国美術院展覧会(帝展〉 委嘱される

審査委員となる 昭和34年 5月第4回美術家祭で表彰を受 立近代美術館所蔵〕
明治16年 12月18日元町3丁目 244で生ま (昭和8年まで連続委員) ける 「夏の内海」昭和11年6月シドニ一国際美

れる グ 13年 3 月 ~5 月中国旅行、蘇州 ・ 南 36年 9 月 ~12月ヨーロッパ各地旅行 術展覧会に出品
グ 32年花隈町5番地に移る 京 ・上海を巡る

が 37年 3月大丸神戸庖において金山平
個展その他(現在いさみ北似u 昭和10年 7月新帝展に反対する旧帝展無 三展開催される(風景画100，点〉

グ 37年 4月立教学院立教中学校卒業 審査の有志と新団体「第二部会」
グ 39年 7月15日死去、説号「盛夏院釈 昭和18年4月 神戸画廊

グ 42年 3月東京美術学校西洋画科本科 を組織する 平三」遺志により葬儀は行なわ グ 20年7月 名古屋美光社
卒業(卒業生代表として答辞を 1/ 11年聖徳、記念絵函館壁画完成式が行 ず、叙位叙勲、も辞退する 1/ 27年7月 大阪美光社
のべる〕 なわれ、神戸市奉納の「日清役

グ 28年11月 大阪美光社
グ 44年秋、花隈町129番地に移る 平壌戦」を制作する 主な 作 ロEコロ

1/ 29年12月 名古屋美光社
グ 45年 1月神戸出帆パリへ 9 月~10月朝鮮に旅行、平壌 ・ 「氷すべり」第11回文展無鑑査出品特選 グ 30年7月 大阪美光社
大正4年 11月神戸着帰国 京城 ・金剛山を巡る 「さびれたる寛城子Jr諏訪湖の喜土」第 1/ 31年5月 大阪高島屋
'〆 5年 10月文部省第10田美術展覧会 。 12年 8月第1回文展審査員委嘱の交 12回文展無鑑査 1/ 32年5月大阪美光社

(文展〉初入選2点、内「夏の内 渉を受けたが辞退する 「菊」大正11年4月パリで閲かれた日本美 グ 33年 1月 美光社東京画廊
海Jは特選(現在東京国立近代 1/ 16年 10月再度朝鮮へ旅行 術展出品 1/ 35年8月 日本橋高島屋
美術館所蔵〉 グ 18年 4月神戸画廊において金山平三 「秋Jr湖畔の村」第8回帝展出品無鑑査 グ 37年3月大丸神戸厄

λr 6年春、満州旅行 作品鑑賞展 「菊」第9回帝展出品(現在東京国立近代 1/ 9月 自動画廊
λγ 8年 3月東京女子高等師範学校(現 グ 19年 7月帝室技芸員となる 美術館所蔵〉 グ 38年5月 大丸大阪広

在お茶の水女子大学〕講師理学 1/ 32年 2月日本芸術会員に任命される 「結氷」第12回帝展無鑑査出品
土牧田らくさんと結婚 1/ 34年 3月社団法人日展第二科顧問に 「風雨の翌日」第14回帝展出品(現東京国
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神
戸
市
民
の
歌

(昭和
例年制定)

好

き

な

町

一
、
海
か
ら
き
ら
め
く
光

光
の
中
に
お
き
あ
が
る
町

お
き
あ
が
る
町

あ
あ
こ
の
町
が
好
き

こ
の
町
に
住
ん
で

マ
ド
ロ
ス
の

マ
ド
ロ
ス
の

口
笛
を
き
く

二
、
山
か
ら
に
お
い
く
る
風

緑
に
は
え
て
き
そ
い
立
つ
町

き
そ
い
立
つ
町

あ
あ
こ
の
町
が
好
き

み
な
と
祭
の
歌

ヘ
神
戸
み
な
と
は
街
か
ら
街
へ

港
祭
の
港
祭
の
灯
が
つ
づ
く

港
祭
の
灯
が
つ
づ
く
み
な
と
祭
は

ヨ
イ
/
¥
/
¥
/
¥
火
が
つ
づ
く

ヨ
イ
ヤ
サ

ヘ
上
る
花
火
も
あ
の
行
列
も

港
祭
の
港
祭
の
花
と
見
る

港
祭
の
花
と
見
る
み
な
と
祭
は

ヨ
イ
/
¥
/
¥
/
¥
花
と
見
る

ヨ
イ
ヤ
サ

ヘ
誰
も
と
め
ぬ
に
出
舟
が
止
る

港
祭
が
港
祭
が
止
め
る
や
ら

港
祭
が
止
め
る
や
ら
み
な
と
祭
、
が

止
め
る
や
ら

ヨ
イ
ヤ
サ

ヨ

イ

/
¥
/
¥
/
¥

ヘ
守
れ
神
戸
を
楠
公
さ
ま
よ

港
祭
が
港
祭
が
つ
づ
く
ょ
に

港
祭
が
つ
づ
く
ょ
に
み
な
と
祭
が

つ
づ
く
ょ
に

ヨ
イ
ヤ
サ

ヨ
イ
/
'
¥
、
、/
t
¥
1
f
¥

こ
の
町
に
住
ん
で

-134-

峰
々
を

峰
々
を

ハ
イ
キ
ン
グ
す
る

、
あ
か
ね
の
空
に
鳴
る
鐘

ド
ー
ム
の
み
え
る
坂
の
あ
る
町

坂
の
あ
る
町

あ
あ
こ
の
町
が
好
き

こ
の
町
に
住
ん
で

住
む
人
の

住
む
人
の

明
る
さ
を
知
る

四
、
世
界
に
こ
だ
ま
す
る
槌

あ
ら
た
に
船
を
生
み
つ
く
る
町

生
み
つ
く
る
町

こ
の
町
に
住
ん
で

す
こ
や
か
な

す
こ
や
か
な

手
と
腕
を
見
る

花

Il三

日

-135ー

限

頭

二
上
り

ヘ
ハ
!
神
戸
ょ
い
と
こ
花
隈
情
緒

知
る
も
知
ら
ぬ
も
皆
き
ゃ
し
ゃ
ん
せ

と
も
に
手
を
と
り
夏
の
夜
を

一
度
踊
ろ
じ
ゃ
な
い
か
い
な

ヨ
イ
f
J
¥
1
/
¥
F
/
¥
1
1
/
、
¥

ヨ
イ
ヤ
サ

ヘ
ハ
!
神
戸
ょ
い
と
こ
日
本
の
港

あ
が
る
お
客
の
手
を
ひ
き
つ
れ
て

と
も
に
行
き
ま
し
ょ
花
隈
へ

一
夜
踊
ろ
じ
ゃ
な
い
か
い
な

ヨ
イ
/
¥
/
¥
/
¥
/
¥1

ヨ
イ
ヤ
サ

ヘ
ハ
!
神
戸
ょ
い
と
こ
花
隈
へ
ご
ざ
れ

い
き
な
音
〆
の
音
き
き
な
が
ら

好
き
な
お
方
と
手
を
ひ
い
て

共
に
踊
ろ
じ
ゃ
な
い
か
い
な

ヨイ
1
/
¥
}
/
、¥/《
¥
J
/
¥
、、

ヨ
イ
ヤ
サ

※
時
季
に
よ
り
一
番
の
歌
詞
の
夏
の
夜
は
春
秋
冬
と

か
え
て
も
よ
い
。



月
の
輪
お
ど
り

二
上
り

へ
梅
の
岡
本
桜
は
生
田
松
の
良
い
の
が
湊
川

わ
け
で
花
隈
花
す
が
た

ヨ
サ
/
¥
わ
け
て
花
隈
花
す
が
た

ヘ
武
庫
の
川
辺
の
茶
吉
ど
の
年
が
十
五
で

若
ざ
か
り

月
は
ま
ん
中

心
は
月
の

ヨ
サ
/
¥
月
の
ま
ん
中

心
は
月
の

ヘエ

l
め
で
た
/
九
、
の
若
松
様
よ
校
も
栄
え
て

業
も
し
げ
る

花
の
須
磨
寺

若
木
の
桜

残
る
若
葉
の

一
の
谷

ヘ
出
船
入
船
み
な
と
の
錦

立
て
て
帆
柱
千
本
の

西
国
大
名
の
船
じ
る
し

一

ヨ
サ
/
t、
立
て
て
帆
柱
千
本
の

神
戸
ょ
い
と
こ

後
へ
残
る
は

み
な
行
て
し
ま
う

わ
し
ひ
と
り

親
は
邪
険
で

弟
神
戸
で

牛f子
殺3はー
すロ洋:
妾?
でン

梅
は
岡
本
桜
は
生
田

松
の
よ
い
の
は
湊
川

ば
ば
じ
ゃ
ば
ば
じ
ゃ
と

こ
ん
な
ば
ば
で
も

い
わ
ん
す
け
れ
ど

花
が
咲
く

行
こ
か
柳
原
思
案
の
湊
橋

も
ど
ろ
か
神
戸

こ
こ
は

京
の
白
か
い

尼
の
烏
貝

大
阪
の
茶
が
い

兵
庫
の
め
っ
そ
か
い

あ
な
た
一
人
を
汽
車
に
と
乗
せ
て

わ
た
し
一
人
は
ス
テ
l
シ
g

ン

ラ
メ
チ
ャ
ン
タ
ラ
、

ギ
ッ

チ
ョ

ン
チ
ョ

ン
の
歌

神
戸
に
過
、
ぎ
た
も
の
た
ん
と
あ
る

町
な
か
ふ
み
切
り
邪
魔
を
す
る

お
い
し
や
さ
ん
と
、
せ
ん
べ
や
が
多
す
ぎ
る

居
留
地
に
便
所
が
な
さ
す
ぎ
る

牛
、
牛
や
、
牛
の
肉
、
な
く
て
も
よ
い
の
が
相
生
橋
で

べ
ら
ぼ
う
に
で
っ
か
い
の
が
造
船
所

(
は
や
し
〉
ラ
メ
チ
ャ
ン
タ
ラ
、
ギ

ッ
チ
ョ

γ
チ
ョ
ン
ノ
パ
イ
ノ

パ
イ
ノ
パ
イ
、
パ
リ
ゴ
ッ
ト
バ
ナ
ナ
デ
フ
ラ
イ
、

フ
ラ
イ
、

フ
ラ

イ。

(
大
正
十
年
ご
ろ
の
流
行
の
歌
)

二
度
と
い
く
ま
い

い
た
ら
異
人
が

兵
庫
の
神
戸

ぺ
ケ
か
ま
す

(
風
土
記
〉

神
戸
、
神
戸
と
皆
い
う
て
行
き
や
る

神
戸
ぬ
く
い
か
み
な
は
だ
か

(
明
治
二
年
ご
ろ
)

神
戸
ス
テ
ン
シ
ョ
エ

l

往
き
し
も
ど
り
の
休
み
場
所

三
宮
、
住
吉
、
西
の
宮
、
カ
ン
カ
ン
カ
ン

カ
ラ
カ
ン
ノ
神
崎
や

着

け

ば

大

阪

l
ア
汽
車
汽
車

ヤ
ン
レ
汽
車
エ

O
山
陽
鉄
道
の
始
ま
り
は
兵
庫
に
て

そ
の
名
も
や
さ
し
き

柳
原

ア
レ
な
び
く
須
磨
の
塩

煙
O
ゅ
う
ベ
舞
子
と
添
い
寝
し
て
夜
を
明
石

け
さ
の
別
れ
の
恋
し
さ
に
ア
レ
大
久
保
を
後
に
見
る

O
土
山
越
え
て
加
古
川
の
薬
師
如
来
さ
ん
を
伏
し
拝
み

ア
レ
お
て
て
あ
わ
し
て
阿
弥
陀
駅

チ
ョ
ウ
ズ

神
戸
市
中
じ
ゃ
田
舎
の
手
水

な
か
に
福
原
あ
る
わ
い
な

高
速
名
神
寧
が
い
そ
が
し
い

客
は
そ
わ
/
¥
気
も
そ
ぞ
ろ

元
町
通
っ
て
花
隈
へ
御
案
内

〈
悔
が
咲
い
た
か
の
替
歌
、
四
十
五
年
花
隈
お
ど
り
で
披
露

料
亭
ま
え
だ
女
将
作
詞
)

-136-
-137-



な
つ
か
し
の

メ

ロ

ア

イ

本
誌
編
輯
に
当
り
、
町
内
の
古
老
と
言
つ
て
は
失
礼
で

す
が
明
治
生
ま
れ
、
大
正
生
ま
れ
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ

話
を
承
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
面
白
い
と
思
っ
た
の
が
神

戸
に
ま
つ
わ
る
歌
の
数
々
で
す
。
流
行
語
に
あ
や
か
り

「
な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
」
と
題
し
ま
し
た
が
、
果
し

て
題
に
似
合
う
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

何
分
古
い

こ
と
と
て
文
章
、
歌
調
の
不
備
等
は
お
許
し
願
い
ま
す
。

題
、

不
詳

一
、
相
生
橋
は
高
い
な

上
に
は
人
が
、
下
に
は
汽
車
が

夜
、
ひ
る
通
る

二
、
楠
公
さ
ん
は
エ
ラ
イ
な

日
本
の
人
も
よ
そ
の
国
の
人
も

皆
み
な
ま
い
る

み
な
と
祭
の
歌

ヘ
神
戸
錨
山
市
章
が
は
え
る

だ
て
に
招
い
た
船
じ
ゃ
あ
な
い

巻
け
や
ウ
イ
ン
チ
巻
け
/¥

ジ
ャ
ン
/
'¥

み
な
と
繁
昌
の
大
行
進

月
な
ら
霜
月
七
、
八
日

歌
え
や

お
ど
れ

神
戸
行
進
曲

一
、
雨
の
元
町
ス
ズ
ラ
ン
燈

ぬ
れ
て
光
っ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

若
い
マ
ド
ロ
ス
恋
あ
さ
る
恋
あ
さ
る

二
、
ト
l
ア
ロ

l
ド
の
宵
や
み
に

し
の
ぶ
南
京
さ
ん
の
恋
が
た
り

金
と
ヒ
ス
イ
の

夜
が
く
る

夜
が
く
る

三
、
異
人
屋
敷
の
赤
い
屋
根

こ
こ
は
山
の
手
花
匂
う

窓
に
し
ょ
ん
ぼ
り
ペ
ル
シ
ャ
猫

ベ
ル
シ
ャ
猫

三
、
諏
訪
山
公
園
よ
ろ
し
い
な

南
に
海
よ
、
う
し
ろ
に
山
が

夜
、
ひ
る
は
え
る

〔
註
〕
こ
の
歌
は
明
治
四
十
三
、
四
年
ご
ろ
流
行
っ
た
も

の
で
当
時
神
戸
の
中
心
で
あ
っ
た
花
隈
の
す
ぐ
西
の
相
生

橋、

湊
川
神
社
、
北
の
諏
訪
山
を
歌
っ
た
も
の
で
、
町
内

豊
沢
ス
ミ
ヱ
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た。

神
戸
市
民
の
歌

(大正末
期)

一
、
平
相
国
が
一

代
の

豪
華
に
築
く
経
ケ
島

福
原
京
の
い
に
し
え
も

和
田
の
泊
り
は
賑
わ
い
き

フ
ル
エ
/¥

神

戸
市
民

二
、
大
楠
公
が
往
年
の

苦
戦
の
跡
は
み
な
と
川

流
れ
の
末
は
変
れ
ど
も

英
霊
今
も
お
わ
し
ま
す

フ
ル
エ
/
¥

神
戸
市
民

マ
ダ
ム

神
戸

一
、
赤
と
緑
の
テ
l
プ
の
雨
、
か

切
れ
て
涙
の
雨
と
な
る

舟
は
出
て
行
く
神
戸
の
港

海
は
広
重
、
二
日
月

二
、
摩
耶
は
ケ
ー
ブ
ル
、
六
甲
は
リ
ン
グ

恋
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
肩
に
か
け

つ
ん
だ
ス
ミ
レ
を
外
人
墓
地
に

あ
げ
る
サ
ン
デ
ー
二
人
連
れ

三
、
何
を
さ
わ
ぐ
ぞ
福
原
雀

ジ
ャ
ズ
に
更
け
ゆ
く
新
開
地

昔
な
つ
か
し
青
葉
の
笛
が

む
せ
ぶ
港
の
夜
の
風

な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
G

近
代
の

歌
謡
曲
で
「
銀
座

・
京
都

・
神
戸」

「神
戸
で
死
ね
た

ら」

「さ
よ
な
ら
の
い
え
な
い
街
」
と
い
ろ
い
ろ
歌
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
ご
存
知
の
こ
と
と
て
省
略
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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